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列車内

分析からわかる！
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令和３年～５年に列車内で発生した痴漢に関する相談259件（女性）を分析

被害時の混雑状況

通勤・通学時（７時～９時） 帰宅時（18時～23時）

ドア付近
座 席

での被害が多発！

混雑時はもちろん、

空いていても注意！

ほかの席が空いているのに

隣に座り身体を密着させた

り触ってきたなど
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令和６年作成

通勤・通学時は

帰宅時は

通勤・通学時間帯は注意！
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被害者の年代 被害者の学職

スカート

71%

ズボン

29%

被害者の服装

尻

53%
太もも

15%

胸 11%

その他の部位9%

不明

7%

陰部

5%

グラフタイトル

1 2 3 4 5 6

下半身を触られる被害が７割以上

ズボン着用時でも狙われている

10代の被害が多発！

高校生の被害が最も多い

被害態様（部位） 被害時の服装
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被害者が明確に拒否
した場合の犯人の行動

被害に遭ったときの対応

断念

57%

継続

43%

継続

100%

0%

グラフタイトル

1 2

断念

100%

0%

グラフタイトル

1 2

周囲が助けた場合の
犯人の行動

被害者が無抵抗の場合の
犯人の行動

被害者が無言で抵抗
した場合の犯人の行動

もし被害にあってしまったら・・・

明確に拒否すること！
～周囲の助けも重要！～

「周囲が助けた」

・犯人を制止した

・犯人に声を掛けた

・被害者に声を掛け、

犯人から引き離した

など

「明確に拒否」

・アイチポリスの痴漢

撃退機能を使用した

・声を出した

・つかんだ

・足を踏んだ

・手を払った

・押した

など

無言で抵抗

（67％）

明確に拒否

（33％）

被害者が抵抗
100件（39％）

被害者が無抵抗
69件（27％）

その他

42件

（16％）

不明

35件

（13％）

「無言で抵抗」

・ガードした

・よけた

・移動した

・相手をにらんだ

など

０％ 100％

周囲が助けた

13件（５％）

※その他

犯人が犯行を中断した・被害者が気付かず

断念

81%

継続

19%
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学期始めは要注意！
月別相談件数

痴漢に遭った場合は、スマートフォン用アプリ

「アイチポリス」を活用し、防犯ブザー音や音声

で痴漢を撃退しましょう。

周囲の人は「様子がおかしい」と思ったら、痴

漢撃退機能の画面「ちかんされていませんか？」

を見せ、被害者を助けましょう。
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